
 

 

 

 

 

 

 
 
生徒の輝きと「自ら学ぼうとする力」 

2 学期始業式から早 1 ヶ月が経ちましたが、うまくスタートを切ることはできたでしょうか。  

いよいよ来週末の 9 月 26 日（土）に開催予定の体育祭に向け、練習に励む日々が続いています。心

配していた暑さも昨年度までとは打って変わって和らぎ、過ごしやすさも感じられる気候です。しか

し、熱中症対策の心配が減った一方で、9 月に入ってからは曇天や雨が続き、屋外での練習が思うよ

うに進んでいません。さらに週末からは数年ぶりのシルバーウィーク（9 月 19 日（土）～23 日（水）

の 5 連休）を挟むため、「本番までに間に合うだろうか」と教職員一同、焦りを感じております。で

すが、心配していたのは大人だけなのかもしれません。生徒たち、特に 3 年生を中心に、限られた時

間の中で工夫を凝らし、素晴らしい盛り上がりを見せてくれています。  

今年度の体育祭では、昨年度まで制作していた「ブロック旗」（趣やデザイン性があり魅力的でした

が）を取りやめ、新たに「各ブロックでオリジナル T シャツを作成する」ことになりました。デザイ

ンはもちろん 3 年生の代表生徒が手がけたものです。体育祭当日の開会式、色鮮やかにグラウンドを

彩る姿を今からとても楽しみにしています。  

 
さて、本地域でも 9 月に入ってから雨の日が多く、時には警報の発令により臨時休校となった日も

ありました。幸いにも大きな被害がなく安堵しておりますが、全国に目を向けると、8 月下旬頃から

各地で大雨による深刻な被害が発生しています。海南市におかれましても、3 年前の 6 月に発生した

線状降水帯による大雨被害の記憶が、まだ新しく残っていることと思います。  

大雨による尊い人命が失われるニュースも届くなか、「もし同様の災害に直面したとき、自分や家族

の身を守れるか」と考えさせられます。ご家庭でどこまで避難の準備や話し合いができていますでし

ょうか。  

「車はどのくらいの水深で動かなくなるのか」「水没しそうになった際、どのように車外へ脱出する

のか」といった具体的な防災知識は、普段のご家庭の会話や学校の教科授業の中だけでは、なかなか

網羅しきれないのが現状です。では、私たちはいつ、どのようにしてこうした知識を身につけるので

しょうか。  

そこには「自ら学ぶ」姿勢が不可欠です。書籍を読む、講演会を聴く、

解説動画を見るなど手段は様々ですが、気になることや必要なことを主体

的に調べて「学ぶ」行動を起こさなければなりません。生涯にわたり学び

続けることは、巡り巡って自分自身の命、そして大

切な他者の命を守ることへとつながっていきます。  

こうした「自ら学ぼうとする力」もまた、人生において極めて重要な「学力」

の一つです。せっかくの 5 連休、ご家族が揃う貴重な機会に防災について話題

にしてみるのも、自らを高める大切な学びとなります。単なる教科の学習にと

どまらず、自分自身を高め、命を守るために本当に必要な学びとは何なのかを、

改めて考えさせられる今日この頃です。  
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【教育目標】 

「生きる力を育み、主体的に行動し、 
未来を拓く生徒の育成」 

【めざす生徒像】 
●人として本当に大切なことを忘れない生徒 
●他者から信用される生徒 
●気づき、考え、行動できる生徒 
●何事にも挑戦できる生徒 

●ふるさとを大切にできる生徒
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昭和２０年代の亀川小中・青年団・婦人会の「合同秋季大運動会」 
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育友会親子協働作業にご協力いただきありがとうございました。 
前日まで降り続いた雨の影響で、当日は親子協

働作業が実施できるか心配していましたが、無事
に開催することができ、ほっと一安心しています。 
皆様のおかげで、校内の環境が大変きれいにな

りました。早朝から学校のために汗を流していた
だき、心より感謝申し上げます。 
近年、スマートフォンやＳＮＳの普及により、人

と人とが直接関わる機会が少なくなっていると言
われています。また、日本各地で発生した大雨災害
の報道に触れるたびに感じるのは、人と人とのつ
ながりの大切さです。災害時には行政による支援
だけでなく、地域の方々同士の助け合いが大きな
力となります。日頃から顔の見える関係を築いて
おくことの大切さを、私たちは改めて考えさせら
れています。 
日本には古くから、地域の清掃活動や祭り、協働作業などを通して、人と人とのつながりを大切にする文化があります。

世界に目を向けると、個人の考えや行動を重視する文化をもつ国も多くありますが、日本では「みんなのために力を合わ
せること」や「困ったときにはお互いを支え合うこと」が大切にされてきました。災害時の秩序ある行動や助け合いの姿
が海外から高く評価されることもありますが、その根底には、このような協働の精神があるのではないかと思います。 
本校の親子協働作業も、まさにそのような日本の良さを感じる機会だと感じています。親子で同じ場所に立ち、同じ目

標に向かって汗を流すことには大きな意義があります。保護者の皆様が学校のために働く姿を見て、子供たちは「自分た
ちは多くの人に支えられている」ということを実感します。また、保護者の皆様にとっても、お子様の学校での様子や友
人との関わりを知る貴重な機会となったことと思います。 
さらに、参加してくださった方の中には、亀川中学校の卒業生である保護者の方もおられたのではないでしょうか。か

つて自分が学んだ学校のために力を貸してくださる姿を見ていると、亀川中学校が長年にわたり地域の皆様、卒業生の皆
様、そして保護者の皆様に支えられてきた学校であることを改めて実感しました。 
子供たちには、学力や体力だけでなく、人とのつながりを大切にする心、支え合う心、地域を大切にする心も育んでほ

しいと願っています。今日の親子協働作業は、そのことを学ぶ大切な機会になったのではないでしょうか。 
これからも亀川中学校は、地域の皆様、卒業生の皆様、保護者の皆様とともに歩み、生徒たちの成長を支える学校であ

り続けたいと思います。本当にありがとうございました。 

行事予定 ※ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日は、毎週木曜です。 
９月２０日（日）地方新人総体（陸上） 

  ２６日（土）体育祭（２８日振替休業） 

１０月１日（木）３年到達度テスト 

   ３日（土）海南市 PTA ソフトバレーボール大会 

   ５日（月）２年紙漉き体験（～６日） 

   ６日（火）キッズ救命講習 

   ７日（水）壮行会（全校集会） 

   ８日（木）ＩＢＡ（全学年） 

１０日（土）地方新人総体（軟式野球･バレー･バスケ･テニス）（～11 日） 

２０日（火）中間考査（～２１日） 

２１日（水）消費者啓発講座 

２３日（金）２年施設訪問１回目 

２６日（月）英語発表会 

３１日（土）亀川公民館文化祭（～１日） 

１１月２日（月）３年到達度テスト、施設訪問２回目 

   ６日（金）授業参観（全学年） 

進路説明会（１・２年生の保護者も参加できます） 

  １１日（水）水泳（温水プール） 

  １２日（木）人権作文発表会、教育講演会 

  １４日（土）県駅伝、科学部地方ﾛﾎﾞｯﾄ予選 

  １７日（火）文化発表会 

  １８日（水）水泳（温水プール） 

  ２０日（金）２年 JOC オリンピック教室、３年家庭保育実習① 

  ２１日（土）地方駅伝 

  ２４日（火）３年家庭保育実習② 

  ２７日（金）３年家庭保育実習③ 

  ３０日（月）３年到達度テスト 

１２月１日（火）期末考査（～３日）

 

再度連絡です。本年度の９月 26 日（土）実施予定の亀川中学校体育祭ですが、小学校施設工事のため、例年ご利用いただいてお

ります運動場を駐車場として使用することができません。また、代替駐車場の確保も困難な状況です。誠に恐れ入りますが、お車

でのご来場はご遠慮くださいますようお願い申し上げます。 

一日だけ、25時間にならないでしょうか・・・？ 
「時間が足りない。」これは大人も子供もよく口にする言葉です。勉強もしなければならない、部活動 

もある、友達とも話したい。でも、ゲームもしたいし、動画も見たい。できることなら、一日が 25 時間 

になってほしいものです。ところが、本校の生活アンケート（夏休みの生活について）を見ると、実は 

その「足りない時間」の多くをスマートフォンやゲームが使っていることが分かりました。夏休み中とはいえ、「そんなに！？」と

驚くような結果もあり、教職員一同、大変驚かされました。（右上図：９月４日配付の保健だより参照） 

もちろん、スマートフォンやゲームが悪者というわけではありません。便利な道具ですし、使い方によっては学習にも役立ちま

す。しかし、全国学力・学習状況調査では、スマートフォンやゲームの利用時間が長い児童生徒ほど、学力調査の結果が低い傾向

にあることも示されています。世界でも子供たちの SNS 利用を見直す動きが広がっているのは、「学ぶ時間」や「考える時間」を

守りたいという願いがあるからです。（先月号の学校便り・および今月号表面参照） 

もし毎日 30 分だけスマートフォンを使う時間を減らせば、１週間で３時間半。その時間で本を１冊読めるかもしれませんし、苦

手な教科を克服できるかもしれません。 

一日を 25 時間にすることはできません。しかし、自分の時間の使い方を見直すことはできます。未来の自分のために、『今日、

スマホをさわらなかった 30 分』をどう使うか。ぜひ、ご家庭でも話題にしていただければと思います。 

保護者の方も、 

ぜひお越しください。 

保護者の方も、 

ぜひお越しください。 

亀中育友会も 

出店します。 

６月 10 日配信（配付）の 

プリントをご確認ください。 

元オリンピック選手が来てく

れて授業をしてくれます 

日本一ﾏﾁｭﾋﾟﾁｭに詳しい片

山ｼﾞｪｼｰ氏が来てくれます 

画像 


